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お問合せ : 日立産機システム 機器営業統括部 第二営業部　03-4345-6048

Pick up! 日立産機システム 製品紹介

コンパクトサイズで小型の盤にも組み込み可能です。

産業用
無線端末

複数入出力端末装置

CPMｏｎｉｔｏｒ

IPアドレスによる通信が可能なため、LTEモバイルルータ
と接続することで、遠隔地へのデータ送信が可能です。
また、クラウドサーバの利用で、遠隔の事務所からモニタ
リング、メール発報、遠隔制御などを行うことができます。

特長

2

バッテリー充放電回路を実装し、鉛蓄電池と接続でき、
バックアップシステムを容易に構築することができます。
停電や災害時にも安心です。（当社指定電池をご使用ください）

特長

3 鉛蓄電池と接続可能

モバイル機器との接続で
収集情報を共有

豊富なインターフェースを
1台に集約し
容易なデータ取得を実現！

豊富な
インターフェース

特長

1
標準的なUSBやLANポートのほかに、DI×16、AI×8、
DO×8を採用するなど、豊富なインターフェースで多様
なセンシングに対応可能です。

システム構成例

当社では、蓄積された技術力や省エネ製品を活かし最適な形で組み合わせることで、お客さまにベストソリューション
をご提案しています。その中からピックアップしたソリューションをご紹介いたします。

PICK UP SOLUTION ピックアップ ソリューション

お客さまのワークに合わせた
形状、デザインでIDを埋め込み可能

システム
事例

シンボルの欠損や汚れ、歪みに強い
DPM（ダイレクト・パーツ・マーキング）

お問合せ : 日立産機システム エンジニアリング事業推進本部　03-3643-1117

試験片にデジタルマークを直接マーキングし、
工程管理の合理化を実現！

鋼板メーカー向けシステム事例

デジタルマーク※による試験片管理システム

某鋼板メーカでは、試験片（短冊型）の加工時に７つの工程があり、各工程でその都度、試験片にマーキングされた2次元コードと
試験片に貼られているバーコードを読み取り、照合を行っていました。しかし2次元コードは、試験片の加工に伴う欠損や歪みに
より読み取り不良となるデメリットを抱えていました。そこで、試験片にデジタルマークを直接マーキングするDPM（ダイレクト・
パーツ・マーキング）技術を含めた試験片管理システムを導入。加工後もデジタルマークが認識可能なため、入と出の2ヵ所で読
み取りチェックができ、照合による工程管理の合理化を実現することができました。
※米Digimarc社が開発した「電子透かし」技術。 ※デジタルマークの基盤技術である「電子透かし」技術は、MONIC社、米Digimarc社が開発元です。

LAN

加工
印字範囲内に
デジタルマークを
複数ブロックで
展開

ブロックが
欠けても
合成して認識マーキング 読み取り

カメラの画像範囲デジタルマークの
印刷範囲 通常ブロック

合成ブロック

◎試験片指示書データ送信
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